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6 月２6 日（金）、第１回代表委員会が開かれました。３～６年生ま

での学級代表と委員会のリーダーが集まって、各学級で話し合ったこ

とを発表し、全校で取り組むことを決定するための話し合いです。 

計画委員会から、7/6～10 までを「グリーンカード週間」とするこ

とと、トトロの「さんぽ」を替え歌にしてテーマソングをつくることが

あらかじめ提案されており、それを受けて全学級で話し合いを行い、意

見を持ち寄りました。 

話し合いの柱は、「①もっといい学校にするためにできることは何

か」「②グリーンカードの歌に入れる言葉は何がよいか」の２つで、計

画委員会の議長団がしっかりと話し合いを進めてくれました。各学級

の代表委員も責任をもって発言していて、特に３年生や４年生が勇気

を持って積極的に発言している姿に、とても感心しました。５年生や６

年生からは、出された意見をあわせたりまとめたりするアイデアが

次々に出され、自分達の力で合意をまとめ上げていました。 

こうした経験を積み重ねることで、一人一人が学校の大切な一員と

して、自分たちの力でよりよい学校をつくっていこうとする気持ちが

育っていくことを願っています。 

＊「グリーンカード週間」の取組は、次の学校だよりで紹介します。 

自ら学び 心豊かに 笑顔輝く 津保美っ子の育成～つなぐ～    牛津小 学校だより No.６  

令和８年７月３日

(月)                             校長 松瀬 清朗  津保美つ子スマイル
６ 年生が税の大切さを学びました。 

  ６月２３日（火）、６年生は小城市税務課の方をお迎えして、「租税教

室」を行いました。社会科の学習の一環として行われたこの授業では、

「税金とは何か」から始まり、どのような種類があり、どのように使わ

れているのかを、身近な例を交えてわかりやすく教えていただきました。 

子どもたちは、道路や学校、消防、警察、福祉など、普段の生活の中

で当たり前のようにあるものが、税金によって支えられていることを知

り、驚きや関心の声が上がっていました。また、税金を公平に集め、正

しく使うためには、国民一人一人が関心をもち、将来、選挙で投票する

ことの大切さについても教えていただきました。 

子どもたちからは、「税金がなかったら生活が不便になることがよくわ

かった」「税金で支払われる教育費の多さに驚いた」「自分たちの未来に

も関係していると感じた」などの感想が聞かれ、社会のしくみを学ぶよ

い機会となりました。 

【同行された佐賀税務署税務広報広聴官の方のお話】  

牛津町は「租税教育」に熱心に取り組んできた町として知られていま
す。昭和53年には、牛津町役場に、福岡国税局管内で初めて「租税教育
推進協議会」が設立され、子どもたちへの税の学習がスタートしました。  
以来、途切れることなくこの「租税教室」が引き継がれています。 
こうした継続的な取組が評価され、牛津小学校は平成 18年に佐賀税

務署長賞、平成 26年には福岡国税局長賞の表彰を受けています。 
未来を担う子どもたちには、これからも税の役割や大切さについて学

び続けてほしいと思います。 

議題 「牛津小学校をもっといい学校にしよう！～グリーンカード大作戦～」 

１億円って 

めっちゃ重い！ 
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９月１日(火)  ２学期始業式 

  ９月２日(水)  給食開始 

  ９月７日(月)～家庭学習振り返り 

週間（１１日まで） 

１０月 ９日(金) 前期通知表配布日 

１０月１９日(月) 運動会の振替休日 

１０月２４日(土) 運動会 

１１月 ５日(木) 小城市研究発表会 

           給食後下校 

１１月１２日(木)～１１月１３日(金) 

６年生修学旅行 

１１月１２日(木) １～５年生バス旅行 

１１月２０日(金) 火災避難訓練 

１１月２６日(木) 授業参観 

１２月２２日(火) 給食終了 

１２月２４日(木) ２学期終業式 

               

  

２学期の主な行事予定 

４年生体験活動 田植えにチャレンジしました！ 
６月２９日（月）、地域の深川様や JA小城の皆様のご協力のも

と、４年生が「田植え体験」を行いました。当日は JA の職員の

方々をはじめ、地域の皆様にご指導いただき、子どもたちは貴重な

体験をさせていただきました。サポートに駆けつけて下さった４

年生の保護者の皆様も、ありがとうございました。 

雨が続き、延期、延期の末、やっと開催できた「田植え体験」。

少し暑すぎるぐらいの青空の下、子ども達はワクワクした気持ち

を抑えきれない様子でした。田んぼに足を踏み入れるのも初めて

という児童が多く、最初はおそるおそるといった感じでしたが、教

えていただいた苗の植え方を確かめながら、真剣な表情で一株ず

つ丁寧に植えていきました。ぬかるみに足を取られながらも、「コ

ツがわかってきた」「お米が育つのが楽しみ！」と、笑顔いっぱい

で取り組むことができました。 

今回の体験は、食の大切さや農業への感謝の気持ちを育む、貴重

な学びの機会となりました。このような素晴らしい活動が実現で

きたのも、地域の皆様のご支援とご協力のおかげです。子どもたち

のために事前準備から当日のご指導までご尽力いただいた皆様

に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

７月２日（木）、IT サポートさがの陣内誠先生を講師に

お迎えし、「情報化社会：自分の未来は自分で守る」という

テーマで「情報モラル教室」を行いました。この講演会は、

牛津地区青少年育成会のご協力のもと、開催することがで

きました。今年も、５・６年生の部と３・４年生の部に分

け、それぞれの発達段階に応じた内容でお話をしていただ

きました。 

いま、子どもたちを取り巻くインターネット環境は大き

く変化し、その身近にはさまざまな危険が潜んでいます。

SNSでのいじめやけんか、フェイクニュースや詐欺、闇バ

イトへの勧誘など、子どもたちがいつトラブルや犯罪に巻

き込まれてもおかしくない時代となっています。陣内先生

のお話からは、インターネットの特徴や危険性を正しく理

解し、自分の身は自分で守る力を身につけることの大切さ

を、改めて実感することができました。 

ご家庭でも、ぜひお子様と一緒にインターネットの使い

方や危険性について話し合ってください。そして、家庭内

でルールづくりを行って下さい。どうぞ、よろしくお願い

いたします。 

3～６ 年生 情報モラル教室 

２学期も 

よろしくお願

いします。 


